体罰事案に係る懲戒処分について（平成２５年２月１５日付処分）
１　体罰事案に係る懲戒処分の基本的考え方
■　体罰に係る懲戒処分の標準的な量定（職員の懲戒に関する条例）
　児童又は生徒に体罰を行った場合は、戒告、減給又は停職
■　処分の加重要素
　　①　行為態様の悪質性…足で蹴る、執拗に叩く、障がいのある児童・生徒への体罰
②　児童・生徒への影響…怪我を負わせる、学業に支障が出る（学校を欠席、部活動を退部）
③　事後対応…隠ぺい（校長への報告を怠る）、保護者が謝罪を受け入れているか
④　過去の体罰歴　などを総合的に考慮
２　各事案の概要・処分量定
	所属
	府立支援学校
	府立高等学校
	門真市立中学校
	八尾市立中学校

	職・年齢
	①教諭・Ａ（男性・４３歳）
②教諭・Ｂ（女性・６０歳）
【生徒指導中】
	教諭・Ｃ（男性・５３歳）
【部活動中】
	教諭・Ｄ（男性・４３歳）
【体育の授業中】
	教諭・Ｅ（男性・２８歳）
【部活動中】

	事案の概要

	■　教諭Ａ及びＢは、平成２４年１２月１９日、同級生をからかったとされる男子生徒１名を会議室に呼び指導した際、教諭Ａは、当該男子生徒に対し、右平手で頬や頭頂部等を計９回叩き、太ももと臀部の側面を右足の裏で１回蹴り、さらに逃げようとした当該男子生徒の背中下部、腰の部分を右足の裏で１回蹴るなどの体罰を行った。
■　また、一緒に指導をしていた教諭Ｂは、教諭Ａの体罰を制止しなかったばかりか、自らも生徒に対し、右平手で頭頂部を２回叩く体罰を行った。
	■　教諭Ｃは、平成２４年１０月１６日、顧問を務めるハンドボール部の男子部員数名がボールを蹴りながら走っているのを見かけ、当該部員を呼んで指導した際、１名の部員に対し、左右の平手で左右の頬を計１０回から１２回程度叩く体罰を行ったほか、他の８名の部員に対しても、右平手で右頬を各１回叩くなどの体罰を行った。

	■　教諭Ｄは、平成２４年１１月８日の体育の授業中、運動場で、指示に従わない男子生徒１名に対し、左手を生徒の首に回して引き倒し、四つん這いで倒れたところを、左足の甲で臀部を蹴ろうとしたが、生徒が振り向いたため、同教諭の左足のすねが、生徒の背中と右眼周辺に当たった。また、返事をしなかったため、再度、左手を生徒の首に回して引き倒す体罰を行った。
■　また、同教諭は、過去にも体罰で訓戒の服務上の措置を行っていたにもかかわらず、繰り返した。
	■　教諭Ｅは、平成２４年１０月９日、顧問を務めるクラブの練習を指導した際、日頃から同教諭の指示する練習内容に不満を持っていた部員の中で、当日文句を言った男子部員１名の左頬を右平手で１回叩き、右あごの骨にひびが入る体罰を行った。
　


	過去の体罰歴
	両教諭とも過去に体罰歴あり・処分歴なし
	過去に体罰歴あり・処分歴なし
	過去に体罰歴あり・服務上の措置（訓戒）
	過去に体罰歴あり・処分歴なし

	懲戒処分の
内容
	■　教諭Ａ　　停職３月
■　教諭Ｂ　　減給４月
	■　教諭Ｃ　　減給６月

	■　教諭Ｄ　　減給６月

	■　教諭Ｅ　減給２月


	処分後の対応
	■　両名とも校内において研修中。　
■　教諭Ａについては、停職期間終了後、府　
教育センターで指導改善研修を実施予定。


	■　生徒と接しないよう、授業と部活顧問を外す。
■　処分後府教育センターで指導改善研修を実施予定。
	■　平成２４年１１月１５日から約３か月間にわたって市教育センターにて研修受講中。

	■　事案発生後、市教委にて研修を実施。
１１月1日より、保護者の要望を受け、３年生の担任と授業に従事。
随時市教委において研修。


